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この四冊は、愛知県高浜市に暮らす人々の生活や産業に関する話を聞いて書く「聞き書き」活
動の内容がまとめられた書である。この四冊（以下、「本シリーズ」）が編まれた経緯・特徴を紹
介すると同時に、言語研究に携わる評者の視点から聞き書きの言語的資料性についても述べてみ
たい。
まず、本シリーズにおける「聞き書き」活動の経緯について触れる。本シリーズは、「高浜市
が約 40年ぶりとなる市誌を刊行するので、そこに是非、「聞き書き」作品を組み込みたい（［2］，
p.80）」ということから、高浜市役所が名古屋市立大学准教授・佐野直子氏に依頼し、市役所の
市誌編さん委員会、佐野直子氏、学生たちとで取り組んだ 3年間の聞き書き活動がまとめられた
ものである。高浜市のウェブサイト「『高浜市のあゆみ』編さん基本方針（案）」によると、「市
民の暮らしぶりや市民や市民団体、事業者などが地域や時代の中で果たしてきた役割についても
触れるなど、行政史に偏ることなく、幅広い観点からまとめます（同資料 p.2）」とあるように、「今
までのように単に「市史」を専門家に書いてもらうのではなく、「市誌」編さんを、地域住民が
積極的にかかわるようなプロジェクトとすることで、高浜市の活性化につなげ（［2］p.80）」る
という点で、高浜市の市誌編さん事業は新しい挑戦といえるものだった。
そもそも「聞き書き」は、誰と一緒に聞くのか、誰に何を語っていただくのかによってその場
が大きく異なる一回性のコミュニケーションといえる。このような「聞き書き」の活動を、佐野
直子氏は学生が主体となるように導いた。教育現場における「聞き書き」活動には「今まで関係
がないと思えていた「他者」の生活が、自分にかかわりがあると思えてくる、「他者」に出会う、
すなわち、人びとや社会への開かれた関心を養うことができる（［1］p.58）」といった教育的効
用がある。評者も本シリーズの聞き書き調査に同行させていただいたことがあったがそのなかで
印象的だったのは、聞いた内容を「書く」段階において、語り口や語りのスタイルに細心の注意
を払いながら語りを再構築していたことだった。語り手の「語り口」こそ、他者に出会わせる力
を持つ重要な一要素であるだろう。本シリーズからは、細部の表現や言い回しを大切にし、語ら
れた内容に沿った小見出しを考え、話題の順序を考慮し、一つのストーリーとして仕上げるとい
う丁寧な編集工程がよく伝わってくる。
ところで、語り手の「語り口」を形成する言語要素にはどのようなものがあるだろうか。たと
えば文法項目でいうなら感動詞・感嘆詞・応答詞と呼ばれるようなものや、助動詞や終助詞のよ
うな文末のモーダルな表現形式がそれに当たるといえる。日本語は、「雨が降っている」という
命題内容を聞き手に伝える際、「ああ、雨が降っているなんて…」などのように命題内容をその
他の言語要素で包み込むことで語り手が雨が降る事態をどうとらえているのかを伝える言語であ
る。本シリーズではそうした言語要素をできるだけ忠実に反映させているからこそ、語り手のス
トーリーがより臨場感をもって読み手に迫ってくるのである。
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そこで、語り手の語り口を形成する語のひとつである「まあ（まぁ）」に注目してみる。「まあ」
は話し言葉において全国的にみられる表現であり、本シリーズにおいてもたびたび出現する。
「まぁ、きれい」のような感動詞的用法のほかに、「まぁ、良いんじゃない」のように「完全にそ
うであるとはいえない」といった評価の意味で用いられる。このときの評価は消極的な評価の場
合が多いという（『日本国語大辞典』第 18巻，p.270）。ほかに、話し言葉においては話題を想起
する際の間をつなぐとか、主張を和らげ控えめに表現するときなどにも使われるであろう。本シ
リーズに出現する「まあ」は共通語（標準語）の話し言葉に比べて多様である印象を受けた。
たとえば、（1）では、瓦屋を継承することに対する語り手のかたの思いを述べているところで
ある。
（1）「（a）まぁぼくは、この「かわら」に生まれて、じきに八〇年になりますね。たまたま
男の子が生まれたで、あとついでくれましたけど。（b）まぁほいで、よかったなっておもっ
てます。」（「「なつかしさ」と「あたらしさ」でつなぐ瓦」，本シリーズ［1］p.45）
（a）の後件には「八〇年になる」という事実説明が、（b）の後件には「よかった」という心情が
あらわされている。感嘆や評価といった辞書的な意味とは異なる、話し言葉における「まぁ」に
よって生き生きとした語りのリズムを感じとることができる。
また、（2）は養鶏業を営む語り手のかたが将来について意見を述べる場面である。
（2）「まあ、ゆく末は、まあ正直いって、もうあととりありませんし。もう七軒のうちでも
ほとんどあととりおりませんし、すべて六〇代をこえていますので、まぁ自分の代ですべ
ておわりじゃないですか。」（「つながりから生まれる卵」，本シリーズ［2］p.28）
短い発話文であるが「まあ」が三回も登場する。一般の雑誌等のインタビュー記事ならばこうし
た表現は編集対象かもしれない。しかし、聞き書きにおいてはこうした間つなぎ的な表現を本題
以外の不要なものとせずに、しっかりとそのまま採用する。こうした言語要素からは、語り手の
かたが悩みながらもことばをつむぎ心の底を聞き手に語ってくれたことが暗示され、また、聞き
手側（編集側）もそれをしっかりと受け止め、伝えようとした経緯が読み取れる。ここに、聞き
書きらしいことばの資料性を感じるのである。
さらに、子どもたちに未来をたくす思いを語っている（3）にも「まぁ」が登場する。
（3）「子どもたちの成長をねがっとる。まぁ、それよりほかにのぞむことはないもんねぇ、せっ
かくおしえとるんだから。」（「子どもたちの成長をねがっとる」，本シリーズ［2］p.58）
「まぁ」を用いて控えめに続けながらも、成長以外にのぞむことはないという語り手のかたの強
く切実な思いが伝わってくる。このような例をみてくると、「まぁ」は語り手の奥底にある思い
や考えを外に出すときに、少し熱量をコントロールしながらも内なる熱い思いを伝えているであ
ろうときに現れていると推測できる。高浜のかたの語りにあるこうした「まぁ」の使い方が果た
して方言的な特徴をもつのかどうかはともかく、このほかにも話し言葉を形成するさまざまな言
語要素が聞き書きの資料には反映されており、それらは語り手のメッセージをラッピングするこ
とばの包装紙として色鮮やかに機能していることにあらためて気づかされる。このような気づき
を与えてくれる聞き書きの資料は、自然会話の語りをぎゅっと凝縮させた貴重な言語資料でもあ
るといえるだろう。
聞き書き活動による本シリーズおよびそれが掲載される高浜市誌は、まちの人々の声を編もう
という高浜市の新たな心意気と、語りの細部に至るまで多くのことを学生たちと共有しながら聞
き書き活動をご指導なさった社会言語学者の佐野直子氏との強力なタッグだからこそ成し得た、
新しいかたちの文化継承であるといえるだろう。心から敬意を表したい。
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